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古民家岸邸に飾られた笹竹に願いを込めて短冊を結ぶ子どもたち

6月定例会議
厚
木
市
立
病
院

広
報
広
聴

特
別
委
員
会
が
調
査
・
研
究
の
状
況
を
報
告

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に

５
４
２
９
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
額
は
７
７
８

億
５
５
６
７
万
４
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

後
任
委
員
と
し
て
、
加か

と
う藤

惠え

み

こ
美
子
氏
（
中
町
）
を
選
任

し
た
い
と
の
議
案
が
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で

同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
同
意

　

固
定
資
産
評
価
員
に
野の

も
と元

薫か
お
る

市
財
務
部
長
を
選
任
し

た
い
と
の
議
案
が
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同

意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

２
氏
の
推
薦
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
14
人
の
う

ち
、
２
人
の
任
期
が
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
横
浜
地
方

法
務
局
長
か
ら
後
任
委
員
の

推
薦
依
頼
を
受
け
た
市
長
か

ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
次
の

方
々
の
推
薦
に
賛
成
全
員
で

　

６
月
定
例
会
議
は
、
６
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
議

期
間
24
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
や
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
、
動
産
の
取

得
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
６
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、

「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

「
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て
」「
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て（
２
件
）」を
除
い
た
２
議
案

は
質
疑
終
了
後
、
上
程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
17

人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
や
請
願
・
陳
情
に
対
し
、
慎
重
な
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
」「
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て
」「
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て（
２
件
）」に
対
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
同
意
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
の
審
査
結
果
報
告
、
２
会
派

に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
議
案
可
決
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
「
厚
木
市
議
会
基
本
条
例
に
つ
い

て
」
な
ど
議
案
２
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決

し
ま
し
た
。

同
意
し
ま
し
た
。

◎
三み

わ

た
和
田
秀ひ

で
お夫
氏（
山

際
）

◎
片か

た
く
ら倉　

祐ゆ
う
じ司
氏（
下
依
知
）

議
員
提
出
議
案

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
、
条
例
の
制
定
と
一
部
改

正
の
２
件
で
す
。

　
「
厚
木
市
議
会
基
本
条
例
」

は
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を

目
指
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
一
連
の
取
り
組
み
を
含

む
議
会
運
営
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
で
す
（
関
連

記
事
６
面
に
掲
載
）。

　
「
厚
木
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」

の
主
な
改
正
内
容
は
、
厚
木

市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　6月17日、日比谷公会堂で
開催された全国市議会議長会
定期総会において、本市議会
議員３人が議員在職15年と
して、全国市議会議長会会長
から表彰されました。表彰を
受けた議員は次のとおりです。

沼
ぬ ま た

田　幸
こういち

一議員（あつぎみらい）

石
い し い

井　恒
つ ね お

雄議員（市政クラブ）

髙
た か だ

田　 浩
ひろし

 議員（改革あつぎ）

在職15年の表彰
全国市議会議長会

◆一般質問� ２〜５面
◆委員会の審査� ６面
◆議会基本条例� ６面
◆特別委員会の報告� ７面
◆本会議の審議結果� ８面

動
産
の
取
得

　

可
決
し
た
動
産
の
取
得

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
取
得
す
る
動
産
＝
高
機
能

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
設
備
機

器
お
よ
び
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
（
活
動
波
）
設
備
機

器○
取
得
金
額
＝
３
億
６
７
２

万
円

○
契
約
の
相
手
方
＝
三
峰
無

線
株
式
会
社

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、一
般
会
計
の
１
件
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
三
田
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
再
整
備

事
業
用
地
に
お
い
て
、
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
く
埋
蔵
文

化
財
の
本
調
査
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
学
校

校
舎
等
整
備
事
業
費
の
増
額

や
、
郷
土
芸
能
を
行
う
団
体

に
対
し
て
補
助
す
る
た
め
、

郷
土
芸
能
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

補
助
金
を
措
置
す
る
ほ
か
、

埋
蔵
文
化
財
の
本
調
査
に
伴

い
、
新
た
に
調
査
担
当
者
な

ど
に
係
る
経
費
が
必
要
と
な

る
た
め
、
埋
蔵
文
化
財
調
査

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

議
会
基
本
条
例
な
ど
８
議
案
を
可
決

主な内容



平成27年8月1日 第227号 （２）あつぎ市議会だより

　今定例会議では、17人の議員が３日間にわたり一般質問
を行い、市政全般の施策について市長などの考えをただし
ました。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

　

問　

職
員
を
削
減
し
て
い

る
分
も
考
慮
し
、
勤
勉
手
当

の
総
額
は
増
額
し
て
も
良
い

と
考
え
る
。
厚
木
市
独
自
の

給
料
表
を
つ
く
り
、
頭
や
体

を
使
っ
て
一
生
懸
命
働
い
て

も
ら
う
発
想
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

こ
れ
ま

で
の
行
政
改
革
で
職
員
数
も

か
な
り
削
減
し
て
き
た
が
、

市
長
の
意
思
で
削
減
額
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
回
す
よ
う
進

め
て
い
る
。
独
自
の
給
料
表

の
研
究
は
し
て
い
き
た
い
と

思
う
が
、
難
し
い
面
が
あ
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

●
寄
付
な
ど
へ
の
協
力
推
進

　

問　

道
路
な
ど
の
自
費
施

工
と
指
定
寄
付
の
２
つ
の
方

法
が
あ
る
が
、
知
ら
な
い
人

が
多
い
。
理
解
を
深
め
る
必

要
が
あ
る
が
、
ど
う
努
力
す

る
か
。

　

答
　
財
務
部
長　

自
費
施

工
が
寄
付
行
為
に
当
た
る
か

は
難
し
い
部
分
が
あ
る
が
、

大
き
く
捉
え
れ
ば
寄
付
に
類

似
し
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
市
民
に
ど
こ
ま
で
理
解

さ
れ
て
い
る
か
、
今
後
、
関

係
部
と
も
相
談
し
な
が
ら
研

究
し
て
み
た
い
。

●
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
化

　

問　

市
街
地
の
変
化
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、対

応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

答
　
政
策
部
長　

人
口
が

集
中
す
る
厚
木
地
区
で
高
齢

化
率
が
高
ま
る
こ
と
は
先
々

非
常
に
心
配
な
部
分
で
あ

り
、
し
っ
か
り
押
さ
え
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街

地
や
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

道
路
標
識
な
ど
を
改

善
す
べ
き
で
は
。

　

答
　
市
長　

車
両
や
歩
行

者
に
対
し
て
通
行
の
禁
止
、

制
限
な
ど
の
規
制
を
行
う
規

制
標
識
や
、
必
要
な
地
点
で

指
示
を
行
う
指
示
標
識
は
、

公
安
委
員
会
が
設
置
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
内
容
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
地
域
か
ら
の
要
望
を
も

と
に
厚
木
警
察
署
に
依
頼
し

て
い
る
。

　

問　

住
宅
地
や
中
心
市
街

地
に
は
一
方
通
行
が
多
く
あ

る
が
、
道
路
交
通
法
を
順
守

し
、
自
転
車
を
車
に
準
じ
て

実
施
す
る
と
か
な
り
不
便
で

あ
り
、
実
態
に
合
わ
せ
て
自

転
車
を
除
く
と
い
う
補
助
標

識
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
改
善
の
余
地
は
あ
る
か
。

　

答
　
危
機
管
理
部
長　
一

方
通
行
の
た
め
、
す
ぐ
近
く

の
目
的
地
を
利
用
で
き
な
い

こ
と
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

道
路
標
識
は
交
通
安
全
全
体

の
中
で
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
今
後
、
道
路
標
識
な
ど

の
改
善
に
つ
い
て
調
査
し
、

警
察
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

事
故
を
ゼ
ロ
に
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
職
員
に
自

転
車
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
危

険
箇
所
や
事
故
が
多
発
す
る

箇
所
の
点
検
も
含
め
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　

答
　
宮
台
副
市
長　

自
転

車
の
安
全
な
利
用
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
も
含

め
て
動
線
と
し
て
ど
う
捉
え

る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

う
し
た
視
点
で
こ
れ
か
ら
点

検
し
、
ど

の
よ
う
な

形
で
あ
る

べ
き
か
を

検
証
し
て

い
き
た
い
。

一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

　

第
３
回
会
議
が
４
月
21
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
や

条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別

会
計
補
正
予
算
の
５
議
案

で
、
質
疑
の
後
、
採
決
し
、

可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

専
決
処
分

　

承
認
し
た
専
決
処
分
議
案

は
、
条
例
の
制
定
と
一
部
改

正
の
２
件
で
す
。

　

内
容
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
制
定
お
よ
び
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特

定
教
育
・
保
育
施
設
お
よ
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
保

育
料
な
ど
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、「
厚

木
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
保
育
料
等
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
す
る
ほ
か
、
地

方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
原
動
機
付
自
転
車
な

ど
に
対
し
て
課
す
る
軽
自
動

車
税
の
改
正
税
率
に
つ
い

て
、
適
用
開
始
時
期
を
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

延
期
す
る
な
ど
、
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
た
め
、「
厚
木

市
市
税
条
例
」
な
ど
の
一
部

を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、

い
ず
れ
も
、
厚
木
市
議
会
会

議
規
則
に
規
定
す
る
会
議
時

間
内
に
議
会
の
開
催
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市
長

が
専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
承
認
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

条
例
の
改
正

　

可
決
し
た
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
、「
厚
木
市
介
護

保
険
条
例
」
の
１
件
で
す
。

　

内
容
は
、
介
護
保
険
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

同
令
第
39
条
第
１
項
第
１
号

に
掲
げ
る
者
の
介
護
保
険
料

を
減
額
賦
課
す
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、
一
般
会
計
と
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
の
２
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、
介
護
保
険
料

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
を
増
額
す
る
も
の
で
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
２

１
３
８
万
４
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
額
は
７

７
８
億
１
３
８
万
４
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
の
主
な
内
容
は
、
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
を
減

額
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
減

額
し
た
額
と
同
額
の
低
所
得

者
保
険
料
軽
減
繰
入
金
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

議
員
の
住
所
変
更

　

松
本
議
員
か
ら
住
所
等
変

更
届
が
提
出
さ
れ
、
住
所
が

上
荻
野
１
３
４
４
―１
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
事
故
を

防
止
す
る
た
め
の
施
策
は

あ
つ
ぎ
市
民
の
党
　
奈
良
　
握 

議
員

　

問　

本
市
で
は
、
非
婚
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
数
が
10
年

前
の
倍
で
あ
る
。
母
子
世
帯

の
年
間
収
入
の
平
均
と
比

べ
、
未
婚
の
母
子
世
帯
は
一

番
少
な
く
、
子
ど
も
の
貧
困

に
も
つ
な
が
る
。そ
の
た
め
、

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
の

拡
大
検
討
は
で
き
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

本
市
で
は
平

成
27
年
度
か
ら
保
育
料
の
軽

減
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
の

項
目
の
拡
大
を
研
究
す
る
。

　
答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

26
年
度
の
全
国
市
長
会
お
よ

び
神
奈
川
県
市
長
会
で
は
、

国
に
対
し
税
制
の
改
正
を
要

望
し
て
い
る
。

●
中
心
市
街
地
の
浸
水
対
策

　

問　

浸
水
対
策
工
事
で
は
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、丁
寧
な
説

明
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
確
保
し
、工
事
に
つ
い
て

は
早
く
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

答
　
河
川
み
ど
り
部
長　

交
付
金
を
確
保
し
、
住
民
へ

の
影
響
を
考
え
、
工
期
を
で

き
る
だ
け
短
縮
す
る
よ
う
検

討
し
た
上
で
、
十
分
な
住
民

説
明
を
し
て
進
め
て
い
く
。

職
員
の
勤
勉
手
当
の

支
給
改
善
が
で
き
な
い
か

改
革
あ
つ
ぎ
　
徳
間
　
和
男 

議
員

交
通
対
策
の
現
状
と

今
後
の
課
題
は

市
政
ク
ラ
ブ
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

非
婚
家
庭
の
寡
婦
控
除
の

み
な
し
適
用
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

　

問　

市
内
で
は
構
造
的
な

問
題
か
ら
交
通
事
故
が
多

い
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を
生

ん
だ
理
由
が
都
市
計
画
で
あ

り
、
き
ち
ん
と
し
た
将
来
計

画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

答
　
霜
島
副
市
長　

交
通

問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
が
み

縦
貫
道
が
で
き
、
地
域
の
方

の
協
力
を
得
て
交
通
の
利
便

性
が
増
し
た
と
い
う
声
も
聞

い
て
い
る
。
道
路
整
備
も
含

め
、
厚
木
市
全
体
の
交
通
計

画
の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

●
延
焼
火
災

　

問　

厚
木
市
は
道
路
な
ど

の
社
会
基
盤
整
備
の
遅
れ
か

ら
消
防
水
利
が
し
っ
か
り
と

備
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
延
焼
火
災
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

答
　
消
防
長　

道
路
の
狭

い
地
域
や
住
宅
密
集
地
域
な

ど
を
火
災
防
御
強
化
地
域
と

位
置
付
け
、
定
期
的
に
調
査

を
実
施
し
、
速
や
か
な
消
火

活
動
が
で
き
る
よ
う
準
備
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
初
期
消

火
や
速
や
か
な
通
報
が
類
焼

を
防
止
す
る
上
で
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
中
間
処
理
施
設

　

問　

火
葬
場
や
ご
み
焼
却

場
な
ど
を
市
街
化
調
整
区
域

に
造
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と
要
望

が
で
る
。
都
市
基
盤
を
つ

く
っ
た
中
に
収
め
れ
ば
地
元

対
策
も
必
要
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

中
間
処
理
施
設
を
整
備

す
る
際
は
、
都
市
計
画
決
定

が
さ
れ
る
が
、
市
街
化
調
整

区
域
の
中
に
新
た
な
施
設
を

立
地
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
る
。

●
中
心
市
街
地
の
駐
輪

　

問　

放
置
自
転
車
の
撤
去

費
用
は
、
年
間
２
１
０
０
万

円
か
か
る
。
定
期
利
用
の
拡

大
と
併
せ
、一
時
利
用
の
駐
輪

場
を
小
ま
め
に
作
れ
な
い
か
。

　

答
　
政
策
部
長　

自
転
車

は
身
近
で
手
軽
な
乗
り
物
で

あ
る
。公
共
交
通
と
合
わ
せ
、

今
後
は
、

総
合
的
な

交
通
計
画

を
つ
く
る

必
要
が
あ

る
。

第
３
回
会
議
を

４
月
21
日
に
開
催
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厚
木
市
議
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
思
い
で
、
平
成
24

年
か
ら
年
２
回
議
会
報
告

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
は
、
第
３
回
か

ら
地
域
ご
と
に
開
催
し
、

第
４
回
か
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
、

分
か
り
や
す
い
報
告
会
と

し
、
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
意
見
交
換
を
主
に

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
は
こ
れ
ま
で
、

６
回
20
会
場
で
実
施
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
18
歳
か

ら
の
選
挙
へ
の
参
加
も
考

え
、
大
学
生
や
高
校
生
な

ど
と
の
意
見
交
換
を
行
う

必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
子
ど
も
議
会

の
開
催
、
通
年
会
期
制
の

導
入
、
さ
ら
に
総
仕
上
げ

と
し
て
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
議
会
改
革
に

取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
松
田
則
康
）

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

答
　
市
長　

事
前
予
約
に

よ
り
運
行
し
、
多
様
な
運
行

形
態
が
可
能
で
、
路
線
バ
ス

に
は
な
い
利
点
が
多
く
、
乗

り
合
い
に
よ
る
地
域
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
に
有
効
な

交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
、
予
約

の
煩
わ
し
さ
や
、
利
用
者
一

人
当
た
り
の
輸
送
コ
ス
ト
が

高
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

今
後
は
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
の
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

福
祉
の
観
点
か
ら
の

研
究
を
希
望
す
る
が
、
い
か

が
か
。

　

答
　
政
策
部
長　

福
祉
施

策
の
面
で
も
、
福
祉
部
局
と

相
談
し
な
が
ら
、
そ
の
必
要

性
を
十
分
に
鑑
み
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
市
長
の
平
和
へ
の
思
い

　

問　

今
国
会
で
は
、
平
和

安
全
法
制
整
備
法
案
な
ど
が

審
議
さ
れ
て
い
る
。
平
和
首

長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
市

長
の
平
和
へ
の
思
い
は
。

　

答
　
市
長　
「
戦
争
は
よ

　

問　

大
規
模
盛
り
土
造
成

地
を
明
確
化
し
た
マ
ッ
プ
の

公
表
後
、
市
民
へ
の
対
応
と

対
策
は
。

　

答
　
市
長　

大
規
模
盛
土

造
成
地
マ
ッ
プ
は
、
市
民
が

大
規
模
盛
り
土
造
成
地
の
位

置
や
規
模
を
把
握
で
き
る
よ

う
に
公
表
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
の

相
談
な
ど
は
、
市
民
に
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
担

当
課
窓
口
に
お
い
て
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

　

問　

空
家
等
対
策
の
推
進

　

問　

県
央
の
雄
都
を
目
指

す
厚
木
市
が
、
近
隣
自
治
体

と
の
都
市
間
競
争
に
ど
の
よ

う
に
打
ち
勝
っ
て
い
く
の
か
。

　

答
　
市
長　

長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
東
名
高
速
道
路
厚

木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

に
複
合
型
商
業
施
設
を
誘
致

す
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街

地
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
図
る
た
め
ア
ミ
ュ
ー
あ

つ
ぎ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
さ

ら
に
、
50
年
ぶ
り
に
森
の
里

東
地
区
で
工
業
系
の
区
画
整

理
事
業
に
着
手
し
た
ほ
か
、

関
口
・
山
際
地
区
お
よ
び
南

部
産
業
拠
点
地
区
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
も
権
利
者
と
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
都
市
基

盤
整
備
を
着
実
に
推
進
し

た
。
今
後
も
本
厚
木
駅
南
口

地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
お

よ
び
中
町
第
２

−

２
地
区
周

辺
整
備
事
業
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
都
市
を
確
立
す
る
た

め
、
土
地
利
用
の
方
策
を
検

討
す
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た

り
光
り
輝
く
雄
都
と
し
て
さ

ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

問　

ま
ち
な
か
に
既
存
の

公
共
施
設
を
集
約
し
た
だ
け

で
、
に
ぎ
わ
い
創
出
や
活
性

化
が
で
き
た
と
言
え
る
か
。

　

答
　
政
策
部
長　

公
共
施

設
の
再
配
置
に
は
潜
在
的
な

課
題
へ
の
対
応
が
あ
り
、
併

せ
て
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
も

意
識
し
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ア
ミ
ュ
ー

あ
つ
ぎ
、
ミ
ロ
ー
ド
イ
ー
ス
ト

を
皮
切
り
に
、
本
厚
木
駅
南

口
地
区
、
そ
し
て
中
町
第
２

−

２
地
区
と
一
つ
一
つ
基
盤

整
備
を
し
、
ま
ち
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

年
間
で
１
６
３
人
の
保
育
中

の
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
と

い
う
報
道
を
受
け
、
本
市
の

対
策
は
万
全
か
。

　

答
　
市
長　

本
市
で
は
保

育
中
に
お
け
る
死
亡
事
故
は

な
い
が
、
保
育
所
や
認
可
外

保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
の
事
故
防
止
の
た
め
の

通
知
や
保
育
所
保
育
指
針
に

基
づ
き
、
子
ど
も
の
健
康
お

よ
び
安
全
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
子
ど
も
の
安
全
確

保
は
日
々
の
保
育
の
基
本
と

な
る
た
め
、
徹
底
し
た
事
故

防
止
に
努
め
て
い
く
。

　

問　

中
町
第
２

−

２
地
区

周
辺
整
備
事
業
整
備
方
針
で

は
、
新
た
な
集
客
の
核
と
な

る
複
合
施
設
を
整
備
す
る
と

し
て
い
る
。
集
客
の
中
心
と

な
る
施
設
に
図
書
館
を
位
置

付
け
、
既
成
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
た
な
図
書
館
を

ま
ち
の
玄
関
に
つ
く
り
、
文

化
と
教
養
豊
か
な
ま
ち
厚
木

に
イ
メ
ー
ジ
を
転
換
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

　

答
　
社
会
教
育
部
長　

図

書
館
に
は
、
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
全
て
の
世
代
を

対
象
と
し
た
学
び
の
支
援

や
、
市
民
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
す
る
地
域
の
情
報
拠
点

機
能
な
ど
、
市
民
の
教
養
、

調
査
研
究
、
知
的
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
中
央

図
書
館
が
ど
う
い
う
役
割
を

担
う
の
か
、
考
え
方
を
整
理

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

●
療
育
施
設
の
整
備

　

問　

重
度
の
自
閉
症
の
方

が
高
校
卒
業
後
に
通
所
す
る

施
設
が
市
内
に
は
な
く
、
他

市
の
事
業
所
を
選
択
さ
れ
る

方
が
い
る
。
通
所
で
き
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
を
市

内
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　

答
　
福
祉
部
長　

一
人
一

人
の
障
が
い
の
状
況
を
考
慮

で
き
る
専
門
的
な
知
識
や
丁

寧
に
整
え
ら
れ
た
環
境
が
必

要
で
あ
る
。
生
活
の
質
を
上

げ
る
た
め
の
専
門
的
な
支
援

を
目
指
し
、
保
護
者
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、

多
方
面
か
ら
話
し
合
い
、
検

討
し
て
い
る
。

　

問　

第
９
次
厚
木
市
総
合

計
画
第
２
期
基
本
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
た
南
部
産
業
拠

点
は
、
新
東
名
高
速
道
路
の

建
設
お
よ
び
戸
田
交
差
点
改

良
事
業
の
工
事
が
順
調
に
進

み
、ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。
整
備
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

答
　
市
長　

酒
井
土
地
区

画
整
理
組
合
設
立
準
備
委
員

会
が
主
体
と
な
り
、
早
期
事

業
化
に
向
け
、
さ
ら
な
る
権

利
者
の
合
意
形
成
を
図
る
。

厚
木
市
と
し
て
は
土
地
区
画

整
理
組
合
の
設
立
に
向
け
た

支
援
に
努
め
て
い
く
。

●
特
別
業
務
地
区
の
土
地
利
用

　

問　

南
部
地
域
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
視
点

か
ら
、さ
ら
な
る
土
地
利
用
を

推
進
し
、
地
理
的
優
位
性
を

最
大
限
に
生
か
す
た
め
、
特

別
業
務
地
区
の
土
地
利
用
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　

答
　
市
長　

南
の
玄
関
口

と
し
て
一
層
の
活
力
と
に
ぎ

わ
い
を
も
た
ら
す
新
た
な
土

地
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
新
東
名
の
周
辺
整
備

　

問　

新
東
名
高
速
道
路
建

設
工
事
の
進
展
に
伴
う
周
辺

の
整
備
に
つ
い
て
、
生
活
道

路
の
確
保
、
通
学
路
の
安
全

確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

　

答
　
市
長　

工
事
の
進し

ん

捗ち
ょ
くに
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
道
路
は
通
行
止

め
な
ど
が
生
じ
る
た
め
、
地

域
関
係
者
の
要
望
、
意
見
が

十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
事
業

者
に
要
請
を
行
う
な
ど
、
生

活
道
路
の
確
保
や
通
学
路
の

安
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
調
整

し
て
い
る
。 

く
な
い
で
す
よ
ね
。」
と
95

歳
、
１
０
０
歳
の
方
か
ら
言

葉
を
掛
け
ら
れ
た
。
直
接
戦

争
を
経
験
さ
れ
て
い
る
方
々

の
生
の
声
は
、
重
く
受
け
止

め
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
平
和
首
長
会

議
に
も
、
私
自
身
が
ぜ
ひ
入

ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

姿
勢
で
参
加
し
て
い
る
。
平

和
安
全
法
制
整
備
法
案
な
ど

に
つ
い
て
は
、
国
の
安
全
保

障
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
国

会
で
の
審
議
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
。 

都
市
間
競
争
に
生
き
残
る
た
め

何
を
す
べ
き
か

改
革
あ
つ
ぎ
　
太
田
　
洋 

議
員

厚
木
市
に
お
け
る
安
心
・

安
全
対
策
に
向
け
た
考
え
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

デ
マ
ン
ド
交
通
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

日
本
共
産
党
　
釘
丸
　
久
子 

議
員

　本会議や委員会の詳しい内容は、
インターネットや市政情報コーナー
（本庁舎１階）などで会議録をご覧
ください。なお、会議録ができるま
での間は、インターネット議会中継
（録画放映）もご覧になれます。

会議録の閲覧を！

に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
全

面
施
行
さ
れ
、
倒
壊
や
衛
生

上
著
し
く
有
害
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
特
定
空
き
家
に
、
自

治
体
が
改
善
を
求
め
る
仕
組

み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
本

市
の
対
応
は
。

　

答
　
市
長　

特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
空
き
家
対
策
を

検
討
す
る
た
め
の
協
議
会
を

設
置
し
、
空
家
等
対
策
基
本

計
画
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な

空
き
家
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　

問　

全
国
で
は
、
こ
の
11

ホームページの
議会情報
　厚木市議会では、より開かれた議
会を目指し情報発信に努めており、
ホームページで次の情報がご覧にな
れます。
◆インターネット議会中継
　�本会議・常任委員会・特別委員会な
どの生中継と録画中継

◆会議録（本会議・常任委員会など）
　�委員会の会議録を掲載するまでの
間、委員長報告を掲載しています。

◆市議会だより
◆その他
　�議員名簿、議会
データ、一般質
問通告一覧、子
どものページ、
議長交際費など。

南
部
産
業
拠
点
の
整
備
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

市
政
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
恒
雄 

議
員

図
書
館
の
再
整
備
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か

公
明
党
　
寺
岡
　
ま
ゆ
み 

議
員
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問　

厚
木
南
公
民
館
の
整

備
に
向
け
、
地
域
住
民
の
意

見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　

答　

社
会
教
育
部
長　

地

域
住
民
で
構
成
す
る
厚
木
南

公
民
館
建
設
委
員
会
の
意
見

や
施
設
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
の
意
見
を
参

考
に
、
体
育
室
や
音
楽
室
、

調
理
室
な
ど
の
活
動
室
の
設

置
、
高
齢
者
が
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
な
施
設
内
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
、
雨
水
を
樹

木
の
散
水
な
ど
に
利
用
す
る

雨
水
利
用
設
備
の
設
置
な
ど

を
設
計
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

●
中
心
市
街
地
の
避
難
所

　

問　

中
心
市
街
地
は
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
進
む
と
と
も
に

人
口
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、

地
域
防
災
計
画
で
指
定
さ
れ

て
い
る
厚
木
小
学
校
、
厚
木

第
二
小
学
校
、
厚
木
中
学
校

お
よ
び
厚
木
清
南
高
校
の
４

カ
所
の
避
難
所
で
は
収
容
し

き
れ
な
く
な
る
と
考
え
る
。

　

日
本
た
ば
こ
産
業
や
相
模

ゴ
ム
工
業
な
ど
の
民
間
企
業

と
の
災
害
時
の
協
定
の
締
結

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
緊

急
時
に
避
難
所
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
連

携
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で

　

問　

道
路
交
通
法
改
正
に

伴
う
自
転
車
利
用
の
変
更
点

に
つ
い
て
、
利
用
者
へ
の
啓

発
お
よ
び
交
通
安
全
指
導
な

ど
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

市
長　

厚
木
警
察

署
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
、
小
学
校
な
ど
に
お
け

る
交
通
安
全
教
室
の
開
催

や
、
市
内
高
等
学
校
な
ど
に

お
け
る
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
事
前
の
周

知
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る

事
故
再
現
技
法
を
用
い
た
交

通
安
全
教
室
の
ほ
か
、
二
輪

車
や
自
転
車
の
街
頭
安
全
点

検
な
ど
を
通
じ
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

●
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り

　

問　

本
市
の
考
え
は
。

　

答　

市
長　

本
市
で
は
留

守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課

後
子
ど
も
教
室
、
児
童
館
な

ど
、
多
様
な
放
課
後
の
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
成
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

の
場
や
交
流
活
動
の
充
実
を

図
り
、
多
様
な
放
課
後
の
居

　

問　

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
経
て

評
価
を
行
う
が
、
当
事
者
や

家
族
な
ど
が
作
成
す
る
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な

い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
か
。

　

答　

福
祉
部
長　

必
要
に

応
じ
て
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

病
院
や
事
業
所
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
居
宅
訪
問
や
ケ
ー
ス
会

議
に
出
席
す
る
な
ど
、
利
用

者
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い

る
。

　

問　

障
害
者
総
合
相
談
室

「
ゆ
い
は
あ
と
」
の
実
績
を

ど
う
評
価
し
、
障
が
い
者
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

の
考
え
を
進
め
て
き
た
の
か
。

　

答　

福
祉
部
長　
「
ゆ
い

は
あ
と
」
の
信
頼
と
実
績
は

高
く
評
価
し
て
お
り
、
個
々

の
相
談
も
引
き
継
ぎ
た
い
。

新
た
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
の
ほ
か
、
責

任
や
指
示
命
令
の
明
確
化
な

ど
、
中
核
的
な
機
能
も
新
た

に
必
要
な
こ
と
か
ら
、
一
法

人
と
い
う
こ
と
で
今
回
募
集

　

問　

観
光
資
源
と
し
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

答　

産
業
振
興
部
長　

広

域
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
展
望
台
の

眺
望
も
よ
く
、
有
用
な
観
光

資
源
の
一
つ
で
あ
る
。

　

問　

ど
の
よ
う
に
維
持
管

理
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

産
業
振
興
部
長　

今

年
度
、
倒
木
処
理
や
案
内
表

示
板
の
整
備
の
た
め
の
事
業

費
を
予
算
化
し
て
い
る
。

　

問　

山
頂
付
近
に
つ
い
て

の
課
題
は
。

　

答　

市
長　

隣
接
す
る
愛

川
町
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
現
在
の
環
境
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
獣
害
対
策

　

問　

獣
害
を
受
け
に
く
い

農
作
物
の
作
付
け
に
関
し
、

普
及
指
導
の
見
解
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

防

護
柵
の
設
置
、
追
い
払
い
な

ど
と
と
も
に
、
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
農
家
で
作
付
け
を

計
画
す
る
中
で
選
択
肢
と
し

て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

問　

薬
草
の
栽
培
な
ど
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

栽

培
が
難
し
く
高
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
農
家
が
あ
れ
ば
、
そ
の
成

果
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

●
休
日
保
育

　

問　

今
後
の
事
業
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
よ
う
な
形
に
も
な
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
利
用

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
事

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
利
用
で
き
る
外
来
生
物
画

像
投
稿
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開

始
は
い
つ
か
。

　

答　

市
長　

８
月
の
運
用

開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
市
民
協
働
に
よ

る
外
来
種
の
駆
除
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

多

く
の
方
が
興
味
を
持
つ
よ

う
、周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

画
像
投
稿
シ
ス
テ
ム

は
、
道
路
補
修
、
災
害
、
落

書
き
、
不
法
投
棄
な
ど
、
用

途
は
ア
イ
デ
ア
次
第
で
あ

る
。
市
民
や
職
員
か
ら
最
新

情
報
が
得
ら
れ
た
ら
、
厚
木

市
も
動
き
や
す
い
こ
と
も
あ

る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　

答　

市
長　

道
路
補
修
、

防
災
な
ど
の
他
分
野
へ
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
同
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
活
用
方
法
な
ど
を

研
究
し
て
い
く
。

●
不
審
者
対
策

　

問　

不
審
者
の
行
動
パ

タ
ー
ン
を
分
析
し
、
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
、
不
審
者
に
行

動
さ
せ
な
い
環
境
整
備
と
い

う
視
点
が
必
要
と
思
う
。
中

学
校
単
位
ま
た
は
市
役
所
内

に
不
審
者
へ
の
対
策
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
そ
の
場
で

デ
ー
タ
の
分
析
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

答　

危
機
管
理
部
長　

対

策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
不

審
者
情
報
な
ど
を
通
し
、
事

前
対
策
を
講
じ
る
。
ま
た
、

中
学
校
区
ご
と
の
小
中
連
絡

会
議
や
安
心
安
全
な
ま
ち
会

議
に
情
報
提
供
を
行
い
、
不

審
者
に
対
応
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

関
口
・
山
際
地
区
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
、
防
災

機
能
を
備
え
た
公
園
を
と
い

う
要
望
を
非
常
に
多
く
聞
い

て
い
る
。
防
災
公
園
の
拡
充

は
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
も
、
地
域
防
災
計
画
に
も

載
っ
て
い
る
。
進しん
捗ち
ょ
く

状
況
は
。

　

答　

霜
島
副
市
長　

さ
が

み
縦
貫
道
路
が
で
き
る
な

ど
、
交
通
の
利
便
性
も
向
上

し
て
い
る
中
で
、
こ
の
地
域

に
何
が
必
要
か
を
検
証
し
て

い
る
。
防
災
公
園
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
上
で
進
め
て

い
る
。
地
域
の
方
々
の
意
見

が
一
番
重
要
で
あ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
、

整
備
に
向
け
検
討
し
進
め
て

い
く
。

●
イ
ヌ
・
ネ
コ
殺
処
分
ゼ
ロ

　

問　

地
域
猫
活
動
が
解
決

の
近
道
と
考
え
る
が
、
こ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
考
え
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

人

　

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
が
４
月
か
ら
開
始

さ
れ
た
が
、
実
際
の
内
容
を

保
護
者
は
き
ち
ん
と
理
解
で

き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
保

護
者
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

本
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
、
昨
夏
か
ら
説
明
会
な
ど

の
実
施
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

市
広
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
き
た

が
、
子
ど
も
が
入
所
す
る
こ

と
に
な
り
、
初
め
て
調
べ
る

方
も
い
る
。
ま
た
、
最
初
か

ら
預
け
先
が
保
育
所
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
る
方
や
多
く

の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
方
も
い
る
。
こ
の
制

度
の
目
的
の
一
つ
は
、
保
護

者
の
就
労
に
か
か
わ
ら
ず
、

家
庭
の
状
況
な
ど
で
必
要
に

応
じ
た
適
切
な
保
育
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
今
後
も
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
対
し
て
は
、
施
設
へ

の
入
所
手
続
き
の
際
や
説
明

会
な
ど
で
新
制
度
の
説
明
を

　

問　

跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー

ル
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

た
。
病
院
は
、
平
成
27
年
４

月
に
開
設
と
な
っ
て
い
た
が
、

い
ま
だ
に
開
設
し
て
い
な
い
。

市
の
見
解
は
。

　

答　

市
長　

昭
和
音
楽
大

学
が
民
間
に
売
却
し
、
事
業

者
が
開
発
を
進
め
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
開
発

許
可
な
ど
の
手
続
き
を
適
正

に
進
め
て
い
る
。

　

問　

開
発
許
可
申
請
に
つ

い
て
、
慎
重
に
審
査
し
た
か
。

　

答　

許
認
可
担
当
部
長　

許
可
に
当
た
り
、
十
分
審
査

を
し
て
い
る
。

●
高
齢
者
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り

　

問　

高
齢
者
か
ら
本
厚
木

駅
前
の
北
口
広
場
に
休
憩
で

き
る
椅
子
が
ほ
し
い
と
の
声

が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

答　

道
路
部
長　

買
い
物

の
途
中
な
ど
で
休
憩
で
き
る

椅
子
を
設
置
す
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
通
行
者
な
ど

の
支
障
と
な
る
場
合
も
あ

り
、
夜
間
の
治
安
な
ど
、
さ

厚
木
南
公
民
館
の
整
備
に
向
け

地
域
住
民
か
ら
の
意
見
反
映
は

新
政
会
　
井
上
　
武 

議
員

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う

自
転
車
利
用
者
へ
の
啓
発
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

障
が
い
者
福
祉
に
お
け
る

相
談
支
援
体
制
の
課
題
は

神
奈
川
ネ
ッ
ト
　
内
川
　
由
喜
子 

議
員

鳶
尾
山
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
松
本
　
樹
影 

議
員

外
来
生
物
画
像
投
稿
シ
ス
テ
ム
の

運
用
開
始
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
髙
田
　
浩 

議
員

依
知
地
域
の
防
災
機
能
を
備
え
た

公
園
の
進
捗
と
取
り
組
み
は

公
明
党
　
川
口
　
仁 

議
員

子
育
て
支
援
策
を

周
知
す
る
取
り
組
み
は

民
主
ク
ラ
ブ
　
古
川
　
環 

議
員

昭
和
音
楽
大
学
跡
地
利
用
の

現
状
と
課
題
と
方
向
性
は

民
主
ク
ラ
ブ
　
名
切
　
文
梨 

議
員

【
検
討
事
項
】

　

議
会
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
に
つ
い
て

【
検
討
結
果
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い

て
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

１　

市
議
会
議
員
選
挙
の
時

期
に
つ
い
て
（
市
長
選
挙
と

同
時
執
行
で
き
な
い
か
）

　

こ
れ
ま
で
も
、
十
分
に
時

間
を
か
け
て
検
討
・
協
議
を

行
っ
て
き
た
が
、
問
題
点
の

抽
出
や
期
待
で
き
る
効
果
な

ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
プ
ラ

ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
十
分

に
調
査
・
研
究
す
る
必
要
が

あ
り
、
引
き
続
き
協
議
す
る

こ
と
と
す
る
。

４　

議
会
の
評
価
に
つ
い
て

　

評
価
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
評
価
の
方
法
等

の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
調
査
・
研
究

を
進
め
な
が
ら
、
協
議
す
る

こ
と
と
す
る
。

５　

子
ど
も
議
会
の
定
例
化

（
例
え
ば
２
年
に
１
回
開
催
）

に
つ
い
て

　

子
ど
も
議
会
は
、
定
例
的

に
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
原

則
と
し
て
、
議
員
任
期
の
２

年
目
及
び
４
年
目
に
実
施
す

る
こ
と
と
す
る
。

答
申
書

土地利用計画などの検討が重ねられている関口・山際地区（上
が相模原方面、下が関口方面。平成25年２月撮影）

　

平
成
26
年
10
月
21
日
に

石
井
芳
隆
議
長
が
諮
問
し

た
「
議
会
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
に
つ
い
て
」
の

６
項
目
の
う
ち
、
次
の
事

項
に
対
し
、
６
月
19
日
付

で
議
会
運
営
委
員
会
（
川

口
仁
委
員
長
）
か
ら
答
申

が
あ
り
ま
し
た
。

　

答
申
内
容
は
、
次
の
答

申
書
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、諮
問
事
項
６
は
、

２
月
20
日
付
で
、
諮
問
事

項
２
お
よ
び
諮
問
事
項
３

は
、
３
月
20
日
付
で
答
申

さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
の
在
り
方
な
ど

議
長
の
諮
問
に
答
申

　
　
　
　
　

—

議
会
運
営
委
員
会—

は
な
い
か
。

　

答　

危
機
管
理
部
長　
一

時
滞
在
施
設
と
し
て
３
日
間

程
度
の
受
け
入
れ
の
形
で
、

現
在
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ

ル
厚
木
と
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。
中
心
市
街
地
に
は
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
そ
う
な

企
業
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
今
後
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
協
議
し
な
が
ら
企
業
へ

の
働
き
掛
け
を
進
め
た
い
。

丁
寧
に
行
い
、
理
解
い
た
だ

い
た
上
で
保
育
を
必
要
と
す

る
家
庭
が
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

●
病
児
保
育

　

問　

病
児
保
育
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
る
か
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

新
制
度
で
は
、
市
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
運
営
方
法

や
場
所
な
ど
、
さ
ら
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
働
き
な

が
ら
子
育
て
を
す
る
保
護
者

の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
た
め
、
必
要
性
を

認
識
し
た
上
で
実
施
に
向
け

て
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

ま
ざ
ま
な
面
で
配
慮
や
商
店

の
方
な
ど
と
調
整
が
必
要
と

考
え
る
。

●
障
が
い
者
に
配
慮
し
た
空
調

　

問　

公
共
施
設
で
障
が
い

な
ど
が
あ
る
方
へ
の
空
調
を

配
慮
で
き
な
い
か
。

　

答　

福
祉
部
長　

内
気
温

が
本
庁
舎
は
28
度
、総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
に
配
慮
し
て
27
度

に
達
し
た
と
き
に
空
調
を
稼

働
し
て
い
る
。診
察
室
や
検
診

室
な
ど
は
で
き
る
限
り
補
助

空
調
を
稼
働
し
て
い
き
た
い
。

と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
の

形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
た
め
、
支
援
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

問　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
、
大
変
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
。
支
援
の
考
え
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

行

政
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
た
め
、
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。

●
指
定
学
校
変
更
の
周
知

　

問　

保
護
者
に
十
分
に
説

明
し
、
理
解
を
得
て
い
る
か
。

　

答　

学
校
教
育
部
長　
４

月
当
初
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
案
内
を
し
て
保
護
者
に

通
知
し
た
が
、
も
う
一
度
説

明
す
る
よ
う
な
案
内
を
出
し

て
い
く
よ
う
に
工
夫
し
た
い
。

場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

●
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

　

問　

必
要
性
の
見
解
は
。

　

答　

市
長　

大
規
模
災
害

発
生
時
に
は
、
被
災
者
を
救

護
、
支
援
す
る
と
と
も
に
、

復
旧
、
復
興
作
業
に
向
け
て
、

市
民
の
生
活
環
境
を
早
急
に

整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
被
災
者
台

帳
、
罹り

災さ
い

証
明
書
な
ど
、
災

害
時
に
被
災
者
を
支
援
す
る

た
め
の
必
要
な
行
政
事
務
を

効
率
的
に
処
理
す
る
手
法
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

し
て
い
る
。

●
子
育
て
支
援

　

問　

身
近
な
地
域
で
保
護

者
に
寄
り
添
っ
た
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
は
大

切
で
あ
る
が
、
見
解
は
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

保
護
者
の
就
労
に
か
か
わ
ら

ず
、
家
族
状
況
な
ど
に
応
じ

た
保
育
の
提
供
、
保
護
者
が

望
む
保
育
や
教
育
の
達
成
が

大
事
で
あ
る
。
施
設
型
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
厚
木
市

に
住
み
、
子
育
て
が
で
き
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

政
策
を
進
め
た
い
。

　６月定例会議終了後、厚木市立病院特別委員会が開かれ、
執行機関から、厚木市立病院の整備状況などについて説明が
ありました。説明後の委員の主な質疑と執行機関の答弁を紹
介します。
問�　第Ⅱ期工事の山留の深さが14ｍと17.5ｍだが、あの地域
は地盤が軟弱で深さが15、16ｍのところまでいかないとい
けないという話を聞く。この深さで大丈夫なのか。

答�　今回の工事は、第Ⅰ期工事とほぼ変わらない深さで計画
している。今回は、山留の安全を兼ねるということで、土
工事と並行してアースアンカーという地盤に反力を持たせ
るワイヤーを入れることを計画しているため、現段階では
この深さで安全性は確保されている。

問�　新たな立体式の駐車場だが、設計はできているのか。
答�　現在、立体駐車場については、基本設計を行っている最
中である。国道からの入り口という点において、その入り
口を最終的に歩道近辺にするのか、現行のタクシー待機所
にするのかなどを踏まえ、計画を進めたいと考えている。

問�　国で病院の敷地内に薬局を併設することを認める方針だ
が、どのように受け止めているか。

答�　現在は医薬分業の観点から、病院と薬局の間にフェンス
などを設置することになっている。高齢者などの利便性を
考え、敷地内に薬局を設置できる方向となっているが、こ
のことについては、動向を見ながら研究を進めていきたい。

病 院 特 別 委 員 会
会 派 略 称
（所属議員数）

みらい
（７人）

改　革
（６人）

公明党
（４人）

共産党
（２人）

市政ク
（２人）

民主ク
（２人）

市　民
（１人）

つばさ
（１人）

新政会
（１人）

ネット
（１人）

子育て
（１人）

交　付　額 5,040,000 4,620,000 2,880,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000 720,000 420,000 720,000 720,000 720,000

支　

出　

額

調査研究費 3,510,694 2,271,399 1,184,520 0 459,429 0 67,992 56,300 0 165,273 0

研 修 費 325,538 292,618 430,026 266,864 120,018 193,796 16,378 14,600 0 100,660 0

広 報 費       1,166,400 83,445 120,444 716,022 355,860 864,260 137,501 0 762,480 1,600 681,666

広 聴 費       0 570,186 131,901 275,830 0 122,638 2,000 55,784 0 23,537 92,095

要請陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 60,850 0 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 0 93,892 197,661 0 87,555 53,081 269,408 30,601 0 48,738 0

資料購入費 45,300 776,902 436,528 186,354 154,338 9,043 98,227 154,570 0 75,747 0

人 件 費       0 0 0 0 0 0 2,450 0 0 0 0

事 務 所 費    8,490 588 319,793 0 0 0 0 0 0 147,270 0

合　　 計 5,056,422 4,089,030 2,881,723 1,445,070 1,177,200 1,242,818 593,956 311,855 762,480 562,825 773,761

残額（返戻額） 0 530,970 0 0 262,800 197,182 126,044 108,145 0 157,175 0

（
単
位
：
円
）

政 務 活 動 費 会 計 報 告 　

地
方
自
治
法
や
厚
木
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
議

員
の
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と

し
て
、
各
会
派
に
対
し
て
所
属
議
員
１
人

当
た
り
月
６
万
円
の
政
務
活
動
費
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
各
会
派
の
支
出

状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※会派表記、正式名称、所属議員（　　は代表者）【交付時の議員数を掲載。交付は４月（上半期分）と10月（下半期分）の年２回】
みらい…あつぎみらい：神子雅人、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　改革…改革あつぎ：小島一郎、松本樹影、松前進、
髙田浩、太田洋、徳間和男　公明党…公明党厚木市議員団：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団：釘丸久子、
栗山香代子　市政ク…市政クラブ：石井恒雄、井上敏夫　民主ク…民主クラブ：名切文梨、古川環　市民…あつぎ市民の党：奈良握　
つばさ…つばさ：石井芳隆　新政会…新政会：井上武　ネット…神奈川ネットワーク運動：内川由喜子　子育て…子育て応援：泉修
※会派略称（所属議員数）は平成27年3月1日現在　※交付額は、月の初日に各会派に所属する議員１人当たり月６万円を乗じた額で算出
※「改革あつぎ」の交付額は、平成26年8月7日付の会派異動届（所属議員数１人減）により、６万円×７人×５カ月分＋６万円×６人×７カ月分。「つばさ」
は、同日付の会派結成届により結成されたため、６万円×１人×７カ月分となります。

一般質問一般質問
主な質問
と答弁



平成27年8月1日 第227号 （６）あつぎ市議会だより

総
務
企
画

○
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

問　

高
機
能
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
設
備
機
器
お
よ
び
消

防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線（
活
動

波
）設
備
機
器
の
入
札
は
、全

て
市
外
の
事
業
者
だ
が
、市

内
の
企
業
に
入
札
に
参
加
し

て
も
ら
う
努
力
は
し
た
の
か
。

　

答　

入
札
に
当
た
っ
て

は
、導
入
実
績
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
方

の
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
を
取

得
し
て
い
る
事
業
者
を
条
件

に
し
た
。
市
内
の
企
業
を
排

除
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
枠

を
広
げ
て
実
施
し
た
。

　

問　

性
能
と
効
果
は
。

　

答　

新
シ
ス
テ
ム
は
、
既

設
の
シ
ス
テ
ム
よ
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
能
力
な
ど
が

格
段
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

各
装
置
の
処
理
ス
ピ
ー
ド
も

向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

１
１
９
番
通
報
の
受
け
付
け

か
ら
出
動
指
令
ま
で
の
時
間

短
縮
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、

救
急
車
な
ど
に
搭
載
し
て
い

る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
精
度
も
向
上
し

委員会の

審 査
動産の取得など
―主な質疑と答弁、意見―

　動産の取得、補正予算の議案や陳情
について、常任委員会での主な質疑と
答弁を紹介します。

て
お
り
、
災
害
現
場
近
く
に

い
る
部
隊
に
対
し
て
出
動
指

令
を
行
う
こ
と
で
、
現
場
到

着
ま
で
の
時
間
短
縮
も
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
民
福
祉

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
り
支
障
を
来
し

て
い
る
者
へ
の
支
援
を
求
め

る
陳
情

　

問　

市
内
の
対
象
者
は
何

人
い
る
の
か
。

　

答　

対
象
と
な
る
か
分
か

ら
な
い
が
、保
護
者
か
ら
国
へ

の
報
告
件
数
は
４
件
で
あ
る
。

　

問　

陳
情
の
項
目
に
あ
る

公
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

　

答　

日
常
生
活
に
支
障
が

で
る
よ
う
な
場
合
、
障
害
認

定
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
障
が
い
福
祉
課
を

紹
介
し
、
法
に
の
っ
と
っ
て

公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
案
内
す
る
。

《
委
員
の
意
見
》

・
市
内
で
の
対
象
が
少
な
い

か
ら
対
応
し
な
く
て
も
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
べ

き
で
あ
る
。
神
奈
川
県
で
は

独
自
支
援
策
を
打
ち
出
し
た

が
、
県
が
支
援
を
す
る
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
厚
木
市

も
対
応
す
る
と
い
う
よ
り

は
、県
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

市
が
支
援
す
る
根
拠
を
こ
れ

か
ら
見
い
だ
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。

・
県
が
予
算
を
つ
け
な
か
っ

た
場
合
、
厚
木
市
に
は
支
援

を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
被

害
を
受
け
て
い
る
方
は
大
変

苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
か

ら
、
市
に
支
援
し
て
ほ
し
い

と
い
う
陳
情
が
出
さ
れ
た
の

だ
と
思
う
。本
来
で
あ
れ
ば
、

陳
情
を
出
さ
れ
た
方
々
の
思

い
を
受
け
採
択
に
す
べ
き
だ

が
、
県
が
支
援
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
趣
旨
採
択
で
よ
い

と
思
う
。環

境
教
育

○
平
成
27
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

事
業
助
成
金
に
採
択
さ
れ
た

内
容
は
。

　

答　

一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
神
奈
川

県
を
通
し
て
実
施
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
対
象
と

し
て
、
本
市
の
郷
土
芸
能
保

存
団
体
で
あ
る
相
模
人
形
芝

居
長
谷
座
が
認
定
さ
れ
た
。

　

問　

三
田
小
学
校
の
埋
蔵

文
化
財
調
査
の
内
容
は
。

　

答　

試
掘
調
査
で
は
、
縄

文
時
代
の
土
器
や
住じ

ゅ
う

居き
ょ

址し

な
ど
が
見
ら
れ
、
大
体
４
５

０
０
年
前
か
ら
３
千
年
前
の

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
本
調
査
に
つ
い

て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
を

除
き
、
道
路
お
よ
び
擁
壁
の

部
分
、
ネ
ッ
ト
を
立
て
る

ポ
ー
ル
の
部
分
を
調
査
す
る
。

解 説議会用語

条
例
制
定
に

至
っ
た
経
緯

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

平
成
22
年
に
当
時
の
議
長

の
諮
問
に
対
し
、
議
会
運

営
委
員
会
が
「
議
会
基
本

条
例
の
必
要
性
」
に
つ
い

て
、
答
申
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
歴
代
の
議

長
が
議
会
基
本
条
例
に
関

す
る
諮
問
を
し
、
こ
の
諮

問
に
対
し
答
申
を
繰
り
返

す
中
、
条
例
の
制
定
は
議

会
改
革
を
行
っ
て
か
ら
検

討
す
る
方
向
で
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
26
年
に
条
例

の
制
定
に
向
け
、
具
体
的

に
進
め
る
答
申
が
あ
り
、

27
年
か
ら
条
文
の
検
討
を

始
め
ま
し
た
。

市
民
の
意
見
を

条
例
に
反
映

　

条
例
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
広
く
市
民
の
方
か

ら
条
例
に
対
す
る
意
見
を

聴
く
た
め
、
４
月
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
市
民

説
明
会
を
実
施
。
４
人
の

方
か
ら
合
計
10
件
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
条
例
の
中
に
は
執
行

機
関
に
も
関
わ
る
事
項
が

あ
り
、
執
行
機
関
と
も
調

整
を
図
り
ま
し
た
（
意
見

と
市
議
会
の
考
え
方
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

そ
し
て
、
提
出
さ
れ
た

意
見
を
踏
ま
え
、
最
終
的

な
検
討
を
行
い
、
平
成
27

年
第
４
回
会
議
（
６
月
定

例
会
議
）
に
条
例
を
上
程

し
、
賛
成
全
員
で
原
案
の

と
お
り
可
決
・
成
立
し
ま

し
た
（
施
行
は
平
成
27
年

８
月
１
日
）。

さ
ら
な
る

議
会
改
革
の
推
進

　

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
議
会
改
革

の
取
り
組
み
を
中
心
に
議

会
基
本
条
例
を
策
定
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
議
会
改

革
を
推
進
し
、
市
民
福
祉

の
向
上
と
市
政
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
け
る
よ
う
、

よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

厚
木
市
議
会
で
は
、
平
成
27
年
６
月
定
例
会
議
の

最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
厚
木
市
議
会
基

本
条
例
」
を
提
案
し
、
可
決・成
立
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
を
制
定

議会基本条例の概要
◆前文
　厚木市議会が、積極的に議論できる議会を目指し、市民福
祉の向上と市政の発展に寄与することを決意しています。
◆第１章　総則（第１条〜第３条）
　議会基本条例制定の目的、条例の位置付け、条例における
用語の意義を定めています。
◆第２章　議会及び議員の活動（第４条〜第10条）
　議会の役割、議会および議員の活動原則、会派、政務活動
費、議員連盟などについて定めています。
◆第３章　市民と議会の関係（第11条〜第14条）
　市民参加および市民との連携、議会報告会、請願および陳
情、情報公開について定めています。
◆第４章　議会と行政の関係（第15条〜第17条）
　執行機関との関係、執行機関からの説明などについて定め
ています。
◆第５章　議会運営（第18条〜第20条）
　会期、議長および副議長、委員会について定めています。
◆第６章　議会の機能強化（第21条〜第23条）
　議会事務局の体制整備および強化、議会図書室の充実、予
算の確保について定めています。
◆第７章　政治倫理、定数及び報酬（第24条〜第26条）
　政治倫理、議員定数、議員報酬について定めています。
◆第８章　条例の検証及び見直し（第27条）
　議会基本条例の見直し手続きについて定めています。

条例の全文は、ホームページに掲載しています。

　各委員会は、所管する事項について
情報収集し、専門的知識を深め、優れ
た施策を市政に反映させるため、先進
都市を訪問し調査を行っています。
　このほど実施した４常任委員会の調
査は次のとおりです。
◆総務企画常任委員会　５月７・８日、
中核市移行 保健所設置について（福
岡県久留米市）
◆市民福祉常任委員会　５月12・13日、
高齢者支援について「もやいネットセ
ンター推進事業」（山口県周南市）
◆環境教育常任委員会　５月12・13日、
中学校区教育について（福井県福井市）
◆都市経済常任委員会　５月12・13日、
スマートインターチェンジ整備につい
て（広島県廿日市市）

委員会の所管事項調査

　市議会では、友好都市の韓国軍浦市
に訪問団を派遣し友好交流を図りまし
た。主な内容は次のとおりです。
◆厚木市・軍浦市
　友好都市締結10周年記念
　厚木市議会友好都市交流訪問団
　５月１日〜３日、軍浦市議会議長表
敬訪問、軍浦市長表敬訪問、軍浦ツツ
ジまつりへの参加など。

友好都市の訪問 ■請願・陳情の採択、趣旨採択
　請願・陳情の内容について、願意が妥当で法令
上、行財政上実現性もあるような場合には、議会
として賛同することになり、議会の意思決定は、
請願・陳情を採択する方法によりなされることに
なります。また、願意は十分に理解できても、市
の財政事情などから、当分の間は願意を実現する
ことが不可能である場合などに、便宜的に「趣旨
には賛成である」という意味の議決をすることが
あり、その趣旨のみを取り上げることから、これ
を趣旨採択と呼んでいます。
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各
委
員
か
ら
の

意
見

１ 

病
院
整
備
に
関
す
る
こ
と

・
地
中
埋
設
物
の
発
覚
に
よ

る
神
奈
川
県
と
の
調
停
事
件

は
、
結
果
的
に
不
調
で
あ
る

た
め
、
今
後
は
提
訴
も
視
野

に
入
れ
、
継
続
し
た
話
し
合

い
を
行
う
こ
と
。

・
地
中
埋
設
物
の
撤
去
等
に

よ
っ
て
工
事
の
進
捗
に
大
き

な
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
当
初
計
画
し
た
市
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
新

病
院
建
設
の
推
進
と
駐
車
場

等
周
辺
環
境
整
備
を
含
め
た

全
体
像
を
早
期
に
明
確
に
す

る
こ
と
。

・
駐
車
場
整
備
の
際
は
、
車

椅
子
利
用
者
、
妊
産
婦
、
乳

幼
児
連
れ
の
方
、
け
が
な
ど

で
歩
行
困
難
な
方
等
専
用
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
確
保

し
、
そ
こ
に
は
健
常
者
が
駐

車
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
管

理
す
る
こ
と
。

・
新
病
院
建
設
過
程
に
お
い

て
、
病
院
内
の
動
線
が
複
雑

化
し
て
い
る
た
め
、
患
者
等

に
わ
か
り
や
す
い
表
示
を
行

う
こ
と
。

２ 

病
院
機
能
に
関
す
る
こ
と

・
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め

に
有
効
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―Ｃ
Ｔ
を

初
め
と
し
た
先
進
医
療
の
導

入
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
新
病
院
機
能
に
十
分
対
応

で
き
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
及
び

事
務
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る

こ
と
。

・
育
児
の
手
の
必
要
な
小
児

病
棟
の
患
者
に
対
す
る
介
助

者
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

３ 

病
院
経
営
に
関
す
る
こ
と

・
厚
木
市
立
病
院
経
営
計
画

策
定
後
、
入
院
・
外
来
患
者

数
は
計
画
を
下
回
り
、
厳
し

い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
計
画
４
年
目
の
平
成

27
年
度
に
お
い
て
見
直
し
を

行
い
、
健
全
財
政
の
確
立
を

図
る
こ
と
。

４ �

他
部
門
と
の
連
携
に

 

関
す
る
こ
と

・
医
師
会
と
の
連
携
・
協
力

の
も
と
、
病
院
内
も
し
く
は

病
院
敷
地
内
で
の
病
児
保
育

の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

厚
木
市
立
病
院

特
別
委
員
会

　

本
特
別
委
員
会
は
、
平
成

23
年
８
月
10
日
に
厚
木
市
立

病
院
の
整
備
・
運
営
に
関
す

る
調
査
研
究
特
別
委
員
会
と

し
て
設
置
、
24
年
４
月
１
日

か
ら
は
厚
木
市
立
病
院
特
別

委
員
会
に
名
称
を
変
更
し
、

こ
れ
ま
で
に
新
病
院
建
設
に

関
す
る
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
や
課
題

点
の
確
認
、
建
設
現
場
の
段

階
的
な
調
査
、
さ
ら
に
先
進

市
の
公
立
病
院
視
察
な
ど
、

精
力
的
に
調
査
研
究
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

厚
木
市
立
病
院
に
お
い
て

は
、
厚
木
市
お
よ
び
愛
川
町

を
中
心
と
し
た
県
央
地
域
の

公
立
基
幹
病
院
と
し
て
、
地

域
医
療
の
充
実
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
近
年
の
全
国
的
な

広
報
広
聴

特
別
委
員
会

　

本
特
別
委
員
会
は
、
平
成

23
年
８
月
10
日
の
設
置
以

降
、
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す

「
議
会
の
広
報
広
聴
活
動
の

推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
行
政

視
察
を
含
め
32
回
の
委
員
会

を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
あ
つ
ぎ
市
議
会

だ
よ
り
の
編
集
や
議
会
報
告

会
の
運
営
方
法
の
検
討
・
協

議
を
行
い
、
議
会
の
広
報
広

聴
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

あ
つ
ぎ
市
議
会
だ
よ
り
で

医
師
や
看
護
師
不
足
な
ど
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
医

療
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
、
よ
り
戦
略
的
な
病
院

経
営
を
実
現
す
る
た
め
、
運

営
形
態
を
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
に
移
行
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
経
済
性
を
考
慮

し
た
健
全
で
安
定
し
た
病
院

運
営
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

神
奈
川
県
立
病
院
建
設
時

代
の
地
中
埋
設
物
の
発
覚
に

よ
る
工
期
の
遅
れ
や
撤
去
費

用
の
問
題
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
に
対
し
て
誠
意
あ

る
対
応
を
求
め
る
要
望
書
を

本
特
別
委
員
会
と
し
て
提
出

い
た
し
ま
し
た
。
執
行
機
関

に
お
い
て
も
県
と
の
調
停
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、現
在
も

未
解
決
の
状
態
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
い
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
面
完
成
に
向
け

て
は
、
第
Ⅱ
期
工
事
、
第
Ⅲ

期
工
事
を
経
て
29
年
３
月
末

に
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
議
会

へ
の
定
期
的
な
説
明
、
報
告

を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

医
療
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捕

捉
し
、
地
域
に
お
け
る
役
割

分
担
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
病
病
連
携
、
病
診
連
携

を
さ
ら
に
進
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
、
市
民

本
位
の
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
望
む
と
と
も
に
、
報
告

書
に
記
載
の
次
の
意
見
を
付

し
て
、報
告
と
い
た
し
ま
す
。

は
、
定
例
会
や
定
例
会
議
な

ど
の
内
容
を
中
心
に
編
集
を

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ

り
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
作
成
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
、
24
年
５

月
に
本
市
議
会
で
初
め
て
と

な
る「
第
１
回
議
会
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
全

議
員
が
会
派
の
枠
を
超
え
て

協
力
し
、
準
備
か
ら
当
日
の

運
営
ま
で
、
議
員
自
ら
の
手

で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
は
、
こ
れ
ま
で
に

６
回
開
催
し
、
よ
り
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
場
と

な
っ
た
地
域
の
話
題
や
テ
ー

マ
を
設
け
た
意
見
交
換
を
実

施
す
る
な
ど
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
改
善
と
工
夫
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
延
べ
20
会
場
に
市
民
の

皆
さ
ま
な
ど
、
９
６
０
人
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

開
か
れ
た
議
会
の
推
進
に
寄

与
で
き
た
も
の
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
議

会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
議

会
に
お
け
る
広
報
活
動
お
よ

び
広
聴
活
動
を
同
時
に
行
え

る
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
継

続
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
今
後

の
議
会
に
お
け
る
広
報
広
聴

活
動
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
、
継
続
し
て
調
査
研
究
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、次
の
諸
課
題
を
付
し
て
、

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

第Ⅰ期工事が完了し、医療機能の70％が稼働している新
市立病院。平成29年春に全面オープンが予定されている。

平成24年５月に行われた「第１回議会報告会」
の様子

特別委員会の報告
― 厚木市立病院特別委員会 ―
― 広報広聴特別委員会 ―

　第４回会議（６月定例会議）最終日、厚木市立病院特別委
員会の松田則康委員長と広報広聴特別委員会の釘丸久子委員
長から、付議事件に関する調査研究の報告が行われました。
　本会議での報告内容とそれぞれの報告書に記載の意見や課
題を紹介します。

厚
木
市
立
病
院

�

特
別
委
員
会

委
員
長　

松
田
則
康

副
委
員
長　

栗
山
香
代
子

委
　
　
員　

古
川
環

　
　
　
　
　

松
本
樹
影

　
　
　
　
　

寺
岡
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　

沼
田
幸
一

　
　
　
　
　

田
上
祥
子

　
　
　
　
　

石
井
恒
雄

　
　
　
　
　

徳
間
和
男

各
委
員
か
ら
の

課
題

○
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
各
会
場
を
常
任
委
員
会
が

担
当
す
る
際
、
内
容
が
常
任

委
員
会
の
所
管
事
項
に
偏
ら

な
い
よ
う
に
し
、
幅
広
い
報

告
と
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

い
。

・
議
会
報
告
会
は
議
会
全
体

で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
地

域
の
話
題
や
常
任
委
員
会
の

所
管
事
項
に
限
っ
た
テ
ー
マ

と
す
る
こ
と
な
く
、
市
全
体

に
関
す
る
内
容
が
盛
り
込
め

る
よ
う
、
様
々
な
観
点
か
ら

班
編
成
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
参
加
者
か
ら
の
意
見
等
を

議
会
活
動
に
十
分
生
か
せ
る

よ
う
、
意
見
交
換
に
重
点
を

置
い
た
運
営
方
法
を
検
討
さ

れ
た
い
。

・
若
い
世
代
の
政
治
へ
の
関

心
を
高
め
る
よ
う
、
大
学
生

や
高
校
生
等
を
対
象
に
開
催

す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見

交
換
が
で
き
る
よ
う
、
テ
ー

マ
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ

の
テ
ー
マ
を
事
前
に
周
知
す

る
方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
参
加
者
を
増
や
す
た
め
、

開
催
す
る
会
場
の
地
域
に
重

点
を
置
い
た
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
や
、
自
治
会

と
協
力
し
回
覧
板
を
活
用
す

る
等
の
周
知
方
法
の
拡
充
を

検
討
さ
れ
た
い
。

・
参
加
者
に
分
か
り
や
す
い

報
告
と
な
る
よ
う
、
引
き
続

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
報
告
を
す
る
と
と
も

に
、
配
布
す
る
資
料
を
工
夫

さ
れ
た
い
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　

釘
丸
久
子

副
委
員
長　

名
切
文
梨

委
　
　
員　

瀧
口
慎
太
郎

　
　
　
　
　

松
本
樹
影

　
　
　
　
　

遠
藤
浩
一

　
　
　
　
　

井
上
敏
夫

　
　
　
　
　

松
前
進

　
　
　
　
　

松
田
則
康

　
　
　
　
　

田
上
祥
子



市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。

平成27年8月1日 第227号 （８）あつぎ市議会だより

本会議の審議結果

第 ４ 回 会 議 （ ６ 月 定 例 会 議 ） 提 出 案 件
各会派の賛否　○…賛成、●…反対

議決結果み
ら
い

改
　
革

公
明
党

共
産
党

市
政
ク

民
主
ク

市
　
民

つ
ば
さ

新
政
会

ネ
ッ
ト

議 案 第 43 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 44 号 固定資産評価員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 45 号 人権擁護委員の候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 46 号 人権擁護委員の候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 47 号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 48 号 平成27年度厚木市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請 願 第 1 号 所得税法第56条の廃止を求める意見書を国に提出することを求める請願 ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ 不採択

陳 情 第 3 号 保険診療への消費税ゼロ税率課税（免税措置）とする意見書を国に提出することを求める陳情 ● ○ ● ○ ● ○● ○ ● ○ 不採択

陳 情 第 4 号 子宮頸がん予防ワクチン接種により支障を来している者への支援を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

陳 情 第 5 号 「平和安全法制整備法」「国際平和支援法」案の廃案を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ○● ● ○ ● ○● ○ ● ○ 不採択

議員提出議案第 3号 厚木市議会基本条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第 4号 厚木市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 ３ 回 会 議 提 出 案 件
各会派の賛否　○…賛成、●…反対、−…欠席

議決結果み
ら
い

改
　
革

公
明
党

共
産
党

市
政
ク

民
主
ク

市
　
民

つ
ば
さ

新
政
会

ネ
ッ
ト

議 案 第 38 号 専決処分の承認を求めることについて（厚木市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の保育料等に関する条例） ○ ○ ○ ● ○ ○－ ● ○ ○ 承認

議 案 第 39 号 専決処分の承認を求めることについて（厚木市市税条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ● ○ ○－ ● ○ ○ 承認

議 案 第 40 号 厚木市介護保険条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ● ○ ○－ ● ○ ○ 可決

議 案 第 41 号 平成27年度厚木市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ● ○ ○－ ● ○ ○ 可決

議 案 第 42 号 平成27年度厚木市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ● ○ ○－ ● ○ ○ 可決

◎平成27年６月24日議決時の会派構成など　 ※議長…石井芳隆（議長は採決に加わりません）、副議長…難波達哉
※会派表記、正式名称、議員数、所属議員（＿＿は代表者）
みらい…あつぎみらい（７）：神子雅人、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　改革…改革あつぎ（６）：小島一郎、松本樹影、松前進（陳情第５号賛成）、
髙田浩（陳情第５号賛成）、太田洋、徳間和男　公明党…公明党厚木市議員団（４）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子　
市政ク…市政クラブ（２）：石井恒雄、井上敏夫　民主ク…民主クラブ（２）：名切文梨（陳情第３号および第５号賛成）、古川環　市民…あつぎ市民の党（１）：奈良握　
つばさ…つばさ（１）：石井芳隆　新政会…新政会（１）：井上武　ネット…神奈川ネットワーク運動（１）：内川由喜子

（
議
　
長
）

（
議
　
長
）

（
議
　
長
）

（
議
　
長
）

◎平成27年４月21日議決時の会派構成など　 ※議長…石井芳隆（議長は採決に加わりません）、副議長…難波達哉
※会派表記、正式名称、議員数、所属議員（＿＿は代表者）
みらい…あつぎみらい（７）：神子雅人、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　改革…改革あつぎ（６）：小島一郎、松本樹影、松前進、髙田浩、太田洋、徳間和男　
公明党…公明党厚木市議員団（４）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子　市政ク…市政クラブ（２）：石井恒雄、井上敏夫　
民主ク…民主クラブ（２）：名切文梨（欠席）、古川環　市民…あつぎ市民の党（１）：奈良握　つばさ…つばさ（１）：石井芳隆　新政会…新政会（１）：井上武　
ネット…神奈川ネットワーク運動（１）：内川由喜子

※会議は、原則として午前９時に開きます。傍聴は、本庁舎５階ロビーで受け付けます｡

第６回会議（９月定例会議）開催予定日第５回会議 開催予定日
●本会議
　９月１日(火)……………………議案等質疑
　９月７日(月)〜９日（水）………一般質問
　10月５日(月)……委員長報告・討論・採決
●常任委員会
　総務企画…①９月11日(金)　②24日(木)
　市民福祉…①９月14日(月)　②25日(金)
　環境教育…①９月15日(火)　②28日(月)
　都市経済…①９月16日(水)　②29日(火)
※�日程のうち、①は所管の議案審査（決算を除く）、②は所管の決算議案
審査です。

●本会議
　８月７日（金）…議長・副議長の選挙など

　市議会では、インターネットによる本会議・
常任委員会･特別委員会の生中継と録画中継を
実施しています。「生中継」は、会議の模様を
そのまま中継。「録画中継」は、日程や議員名
などから検索できます。
　ご覧になるには、ホームページアドレス（１
面下）を入力、または 厚木市議会 検 索


